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野菜作りは、心育て（２年生の取組から）
校長 齊 木 裕

６月中旬に２年生４名が校長室に来ました。

「校長先生、私たちが育てた『きゅうり』を食べてください。」

と言い、４枚のメッセージを添えて自分たちで育てた野菜を持って

きました。次の日、持ってきた子供たちは、

「校長先生、食べましたか。」

と尋ねてきました。

「とてもおいしかったよ。サラダにして食べたよ。ありがとう。」

と言うと、満面の笑みを浮かべて、満足そうな表情をしていました。

１週間後、別の児童が２名、ミニトマトと２枚のメッセージカー

ドを持ってきました。６名の児童の様子から、自分たちの育てた野

菜をとても大切にしていることを実感しました。大切にしている野

菜を担任の先生だけでなく、宇奈月小学校の先生方にも食べてもら

い、おいしいことを知らせたかったのではないかと感じました。自

分たちの野菜を大切にしている理由は、下記のものであると考えま

した。

・野菜のことを詳しく調べ、育てる野菜を自分で決めたこと

・決めた野菜をホームセンターへ自分で買いに行ったこと

・毎日、野菜の苗に水をやったこと

・定期的に野菜を観察したこと

・定期的に追肥や草取り、わき芽を取ったりする世話をしたこと

７月７日に２年生の生活科の研究授業がありました。このときに

も、自分たちの野菜を大切にしている発言が、多数見られました。

野菜のＨＰを見ると、次のようなことが書かれていました。

植物を育てると、五感が刺激され、心が癒されといわれています。

土の感触、芽吹いたばかりの緑や咲き誇る花々の色彩、風の音など、

ガーデニング作業では五感がフルに使われます。（一部省略）

植物を育てることは、生長を見守ることでもあります。植物の生

育に心が躍り、満足感や達成感を得ることができます。

【「園芸セラピー」植物を育てて健やかに過ごそうＨＰの一部抜粋】

子供たちは、野菜作りをしながら、他者への思いやりの心を育て

ているように感じました。

これからの時期、たくさん野菜を収穫できると思いますが、思い

やりの実（心）もたくさん収穫することを願っています。

保護者、地域の皆様、１学期学校教育にご理解・ご協力をいただ

き、ありがとうございました。２学期もよろしくお願いします。

ホームセンターで苗を購入

メッセージカード

毎日の水やり

http://www.tym.e.ed.jp/
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《第１回学校評議員会を開催しました》

【本年度の学校評議員の皆さま】

大橋 朋子さん 人権擁護委員
岡田 千春さん 浦山公民館主事
竹山 繁夫さん 内山自治振興会長
中 佳美さん 放課後児童クラブ主任指導員
百石富士雄さん 主任児童委員
森下 泰行さん 青少年育成黒部市民会議下立支部
橋本 伸明さん 宇奈月小学校PTA会長

７月1１日（火）第１回学校評議員会を開催しました。アクションプランの取組等、今年度の学

校運営について説明した後、１学期の教育活動における子供たちの様子の紹介、保護者アンケ

ートの結果を見ていただきました。後半の協議では、評議員の皆さまから学校運営について様々

なご意見をいただきました。今後の学校運営に生かしていきます。

（学校評議員の皆様の主なご意見）

・下立が様々な学校行事に関わっている。内山地区でもいろいろやりたいが人がい

ない。後に続く人づくりが大切。

・下立というよりも、青少年育成会議として行事に関わっている。ただ、人の入れ

替えは難しい。後継者を育てているところである。

・浦山には青少年育成会議自体がない。コミュニティ事業費をを生かして学校と連

携することは可能。

・学童で子供とも保護者とも接している。アクションプランは、レベルアップして

きているのでとてもよい。自己有用感も、保健指導も最終的には家庭との連携は

不可欠である。学校だけでは達成できない。保護者の協力をどう得るのかが、こ

れからの課題。

・親が１０人いれば、みんなが同じ考えではない。PTAの役を引き受けている親は

PTA活動を通じて、心が通じ合える。

・親としてしなければいけない家庭のルールはあると思う。

・学校に求めるものが大きくなりすぎている。

・これだけ働き方改革を進めている中で、学校に対する要求が多いのではないか。

学校に求めすぎな面もある。

・１０年前も先生方が多忙だった。総会で、副会長が「親は子供を見るべきだ。先

生方に迷惑をかけない」と言った。一方、親とのコミュニケーションをとること

も大切。

・歩道の縁石に上って歩いていている児童がいて危ない。歩かないよう指導が必要。

・浦山駅の花に水をあげるためのホースが刃物で切られていた。児童も利用するの

で、防犯カメラを付けたいが、お金の問題もあり、なかなか難しい。
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《学習参観・懇談会等へのご参加ありがとうございました》
７月６日（木）の学習参観・懇談会には、お忙しい中、多数の皆様
にご参加いただきました。ありがとうございました。２限目には、学校
薬剤師の沓掛さんを講師に招き「薬物乱用防止教室」を開催しま
した。大休憩時には、PTA総務委員会が開催した今年度１回目の
「制服・体操服譲渡会」では、サイズや種類別に並べられた体操服
や制服、ブラウス等が譲渡されていきました。この取組が、限りある
資源を無駄にせず、ものを大切に使おうとする子供たちの気持ちに
も繋がっていくことを願っています。
さらに１年給食試食会と栄養教諭による食育教室も開催しまし
た。いつもは６年生と一緒に給食を食べているランチルームの席で、
おうちの方と一緒に食べる１年生の嬉そうな表情が微笑ましかった
です。

《８月～９月の主な行事予定》
７月 ２４日（月） 第１学期終業式（給食なし）

２５日（火） 夏季休業（７／25～８／31） プール利用開始（～８／10）

８月 ２日（水） ２年・３年登校日

３日（木） ４年登校日

８日（火） なかよし・あおぞら級登校日

９日（水） １年登校日

１０日（木） ５年・６年登校日

１１日（金） 山の日

１４日（月） 学校閉庁日～１６日（水）

※緊急の場合の連絡は市役所（５４－２１１１）へ
９月 １日（金） 第２学期始業式（給食あり）

３日（日） PTA美化活動（当初予定８月２７日から変更）

１６日（土） 運動会（PM２時終了予定）

１９日（火） 運動会振替休業日

《確認とお願い》
夏季休業中の電話対応についてお願い

夏季休業中、学校への連絡は、原則として平日の午前８時～午後４時３５分の間

にお願いします。上記以外の時間帯、並びに、休日・祝祭日と学校閉庁日（８月

１４、１５、１６日）は、音声ガイダンスでの対応としています。

緊急に連絡の必要がある場合は、これまでどおり、黒部市役所（５４－２１１１）

学校教育課へお電話いただければ、学校へ連絡される体制が整っております。

２学期からの下校についてのお願い
安全上の配慮から、原則下校時刻後に児童は学校に残りません。
（下校時刻後の学校での児童の預かりにおいては、教員の見守りができないため、
児童の安全の保障が困難になります、また、学童保育へ預けているご家庭との間
に不公平感が生まれます。）

７月２４日までは移行期間、９月１日より実施したいといたします。ご家庭により
事情もあることとは思いますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。


